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第11回衛生工学シンポジウム

企闇セッション
2003.11 北海道大学学術史涜会館

北海道における新エネルギーの導入概況

1 . 新エネ)["ギーとは

平成 15年 11月7日

北海道経済産業局

r新エネjレギーJは、「新エネルギー利用等の錠進に関する特別措置法J(平成9年6月施行)
において、「新エネjレギ一利用等」として規定されており、

①石油代替エネルギーを製造、発生、利用すること等のうち

②経済性の閣における制約から普及が十分でないものであって

③石油代替エネルギーの導入を翻るため特!こ必要なもの

として、我が国が積極的に導入促進を図るべき政策的支援対象と位置づけられている。

異体的には以下のとおり。

0供給サイドの新エネルギー
《発電分野)) ((熱分野》
。太陽光発電 e 太陽熱利用

。風力発電 ・廃棄物熱利用

。廃棄物発電 ・バイオマス熱利用

。バイオマス発鷺 ー雪氷熱料用

回温度差エネルギー

O需要サイドの新エネルギー
。クリーンエネルギー畠動車

。天然ガスコージ、エネレーション

。燃料電油

《発電閉熱分野》

'廃棄物燃料製造

悶バイオマス燃料製造

2 0 主な新エネルギーの導入概況(平成 15年3月末現在)

恒控討
・日本海沿岸を中心!こ導入が進み、 15年3月末現在の導入は約15万7干kW (187基)0
・全国導入量約46万3千kW(建設中を含む)の34%に棺当。
-道内においては今後も 10万kWの導入が見込まれている。
-国内初の洋上風力発電施設 (600kWX2基)が瀬棚町の漁港内に建設され、年度内の完成
を予定。

l太隠抗争開竺j
可・ 15年3月末現在、住喝舟太陽光発電の北海道電力体)による余剰電力購入件数の累計は
1 ，302件、出力合計は5，092kWo
-札幌市内(清田窪)において世界的規模の太楊光由地の建設も進められている 0
・近年では、住宅用のみならず、小学校や悶・顕治体庁舎等へ導入も活発。

-住宅用太陽熱高度利用システムの導入対して、聞は14年度から支援制度をスタート o
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雪氷熱利用

・15年3月末現在で38か所
-雪氷冷熱の活用は、これまでの農産物等の貯蔵に留まらす、米穀乾燥調製施設、老人福

祉施設、マンション、生j農学習センタ一等、幅広い分野で導入されているo

-活用方法も、その用途により冷嵐循環方式、熱交換冷水鰭環方式等を採用。また、温度、

湿度のコントロールや雷のフィルター効果を組み合わせた活用例もみられるo

-最近の導入例では、札幌市モエレ沼公器にオーブンした「ガラスのピラミッドJ(HIDAMA 
R1 )や美唄市内のケアハウスハーモニーなどがある。

上1;t'7A塑ヨ翌日
-下水・し尿処理水の消化ガス利用は消化槽加温等の熱利用が多いが、認館市、加JII市、

江都市では消化ガス発電に利用。北見市では都市ガスに供給されているo

-平成11年!こ施作された「家音排せっ物法j も大きな契機となり、家畜ふん尿から得ら
れるバイオガスも新たなエネルギー源として注告が寄せられている。道内での代表的な

実用プラントとしでは牛糞を利用した町村農場があり、また実証プラントとしては、酪

農学園大学や帯広高度大学毒事に設置されているほか、大規模なものでは北海道開発土木

研究所が別海町と湧別町にバイオガス発電ブラントを設置し、実誼試験を実施している。

回一方、近年では道内に費留に存在する間伐材や製材工場からの廃材などをバイオマス資

源として活用する取り組みも活発化してきているo

二当瓦ガスコ一日レーシZ区
o 1 5年3月末現症の導入規模は、 34か所、発電出力合計で約22，300kW。
。良く知られているところでは札幌ドームに導入されているほか、今年3月にオープンし
たJRタワーや大丸デパー卜(JR札幌駅南口)に電気。熱を供給する大規模な天然ガス
コージ土ネレ…ション施設が導入されている。

自今後、選内中核都市での都市ガスの天然ガスへ転換等に伴い、天然ガスコーシ:ネレー

ションの普及も一層進むことを期待。

万:料電油宝
.，道内での燃料電池の導人実績としては、小容量の導入事例が1件あるが、熱利用を含む

本格的な活用事例はない。

-平成14年12月から罰の委託を受けて(財)新エネルギー財団が定置舟PEFCシス
テム (1k W級)を札幌市内に設置し、寒冷地での様々な運転データを収集中。また、
平成15年度は試験サイトを4箇所に増やし、 12か月間程度の運転データを収集する
予定。

3.おわりに
新エネルギーについては、現状ではコスト彊や安定性の酉などで課題もあることから、

当面は補完的なエネルギーとして位置づけつつも、これらの課題解決やインフラ整備を進

めながら長期的にはエネルギー源の一翼を担っていくことを目指しており、特!こ、自然豊

かな北海道においては、十その地域特性を活かした、新エネルギーの一層の普及・導入促進

が期待される。
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北海道における風力発電の主な導入事例 北海道経済産業局
{平成15年3月末現を)
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注)全国はNEDO採択ベースの数億で、北海道は議気事業法による
選転開始年度に基づく数鐙(金属26.7)である。
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凡例:
畿太陽光発電池力5kW以上)

す太陽熱手IJ用(集熱菌駒向上

北海道における太陽光発電、太陽熱利用の主な導入事例
北海道経済産業局

(平成15年3月末現在)



北海道の主な警氷熱エネルギー導入事例
北海道経済産業局

(平成15年3尭末現世)
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，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・、
i直接.直接需品交換冷E患者言潔方式 i 
i閉接:熱交換冷水徳潔方式(間後)
i灘解:署長交換冷水循環方式(融解水)
eI然:自然対流方式(氷室

i (注)筒磨1ま年度"................... 



北海道におけるバイオマス発電・熱利用の主な導入事例
北海道経済産業局

(平成 15年3月末現在)
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北海道経済産業局

(平成15年3月末現在)

北海道におけるクリーンエネルギー自動車園天然ガスコージェネレーション・燃料電池等の主な導入事例
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燃料電池

天然ガスコシ.エネレーション(500kW以上)

エコス←ション等
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凡僻:

※平成14年度の導入台数については平成15年3月末現在で、'e!i震は年度


